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協会だより

　新年あけましておめで

とうございます。

　会員の皆様には良き新

年を迎えられましたこと

とお慶び申し上げます。

　また、平素は当協会の

運営にご支援・ご協力賜

わり、厚く御礼申し上げ

ます。

　さて、昨年一年を振り返りますと、株式相場の

格言「申酉騒ぐ」の通り、国内・国外を問わず政

治経済等目まぐるしく変化し、時代の変革期、転

換期を思わせる動きの中、あっという間に過ぎ

去った感じがします。

　特に、アメリカのトランプ大統領政権下、環太

平洋パートナーシップ協定・地球温暖化対策から

の脱退・アメリカ第一主義・保護主義政策により

世界に向けての影響力低下に対し、習近平国家主

席“一帯一路構想”による中国の台頭が顕著になっ

た年であり、また北朝鮮とアメリカの対立、サウ

ジアラビア・イランの対立、イスラエルとパレス

チナ間のエルサレム帰属問題、民族・宗教間の対

立等地政学リスクが一気に高まった年でもありま

した。

　そのような中、我が国の経済は欧米・中国等世

界経済の回復を追い風に、大企業・製造業を中心

に改善し、株価は戦後最長の１６連騰を記録、景

気拡大期間も５８ヶ月に達し、いざなぎ景気を超

えたと言われています。

　また、１０月の衆議院選挙では、森友・加計学園

問題で、安倍政権が揺れ動いたものの自民党の圧

勝を受け、株価は年末にかけ上昇し、今年に入り２

６年ぶりの高値（２万３千円台）をつけて取引が始

まりました。

　しかしながら、我々業界は一昨年に比べ、ＣＰ価

格や原油価格が年末にかけ高騰、為替水準も円安

に推移し、また少子高齢化・消費者数の減少等の

影響を受け、非常に厳しい環境下景気の回復の実

感が伴わないところです。

　原油価格については、昨年１１月３０日にＯＰ

ＥＣ・非ＯＰＥＣ主要産油国が実施している協調

減産を今年１２月末まで続けることで合意したこ

とを受け、今後も高値で推移するとの予測（ＩＥＡ

２０２５年８３ドル、２０４０年１１１ドル）があ

り、ＬＰＧ価格への影響が懸念されます。

　そのような中、我々業界を取り巻く環境も大き

く変わってきました。

　昨年２月２２日に「液化石油ガスの小売営業に

おける取引適正化指針」が制定されました。

　また、６月には液石法施行規則の一部が改正さ

れ、“料金の透明化”“取引の適正化”が求められ、価

格設定の“方法”“基礎”“根拠”の記載や明示が義務

付けられました。

　今年２月には、２年目を迎えるにあたり、取引適

正化指針の改定が出される予定です。

　・標準的な料金メニュー等を公表するにあたり、

　　戸建住宅と集合住宅とで異なる料金体系の場

　　合はそれぞれ公表する必要があること。

新春のご挨拶
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　・公表した標準的な料金メニュー等で、戸建住

　　宅と集合住宅の従量単価が異なるのであれば

　　消費者が納得のいく説明を併記する必要があ

　　ること。

　・苦情及び問い合わせの記録簿の保存期間につ

　　いて明確にする。

とのことです。

　また、石油業界では、昨年４月１日に元売りの

ＪＸホールディングスと東燃ゼネラル石油との大

型合併があり、“ＪＸＴＧホールディングス”が

誕生し、現在、石油市場で価格支配力を強めてい

るところです。

　ＬＰガス業界でも、昨年１０月１日に大阪ガス・

伊藤忠エネクス両社５０％出資の合弁会社“エネ

アーク”の設立があり、今後ＬＰＧ卸売・小売事

業を統合し、関東・中部・関西地域での事業基盤

の拡大やコスト競争力の強化を目指すと発表され

ました。

　ＬＰガス業界は、これからの時代を生き残る為

の統合や業務提携がさらに進んでいくのではない

かと思います。

　電力・都市ガス自由化については、すでに総合

エネルギー競争時代に突入し、地域や業界の垣根

を越えた熾烈な顧客獲得競争が繰り広げられ、切

替件数は１１月末時点で、関西電力から新電力へ

の切替件数１２１万件、その内大阪ガスによる切

替件数５２万件、一方、大阪ガスから関電ガスヘ

の切替件数３０万件と発表されています。

　今後、大阪ガスと中部電力が販売提携を検討中

や、大阪ガスが東京電力ホールディングス・ＪＸ

ＴＧホールディングスと提携して川崎市に新設す

る都市ガス製造事業に出資するとの報道、逆に、

関西電力が東京ガスとの事業提携の他に、東邦ガ

スとも電力販売提携を検討中との報道を受け、首

都圏では、関西電力・東京ガス・東邦ガスグルー

プと大阪ガス・中部電力・東京電力・ＪＸＴＧグ

ループとの顧客獲得競争が始まると言われていま

す。

　石油業界に大きな影響を与えるニュースとして

は、２０４０年までに世界的な環境規制強化に伴

い、フランス・イギリスではガソリン・ディーゼ

ル車の販売を禁止し、電気自動車や自動運転の開

発を進める方針が発表され、その後中国も参入す

る方針とのことです。

　現在、次世代自動車を巡つては、ＩＴ企業（グー

グル・アマゾン等）が参入するなど、業界をまた

いだ開発競争がすでに繰り広げられています。

　また、生産年齢人口減少・労働人口不足時代の

到来を受け、第４次産業革命と言われるＡＩ（人

工知能）、ＩＣＴ（情報通信技術）、ＩＯＴ（物のイン

ターネット）ロボットに対する注目度が一気に高

まってきているところです。スマートフォンやイ

ンターネットを利用した情報通信技術の進歩によ

り、産業構造や社会構造さらには人間の価値観ま

でも変えるところまできています。

我々販売事業者を取り巻く環境は、非常に速いス

ピードで変化し、またお客様の生活様式も“ＨＥ

ＭＳ”や“ＺＥＨ”等多様化してきています。

　今後、販売事業者は事業を継続していく上で、

また高齢化社会を迎える現在、お客様の多様性に

応えられる“生活インフラ事業者”としてガス以

外の分野でも事業展開を進めていくことが求めら

れてきます。

　先の見通せない厳しい競争時代を生き残る為に

は、販売事業者各々が事業の将来像を描き「挑戦」

する気持ちを持ち実践する以外に方法はないと

思っています。

　当協会では、会活動の一環として、お客様との

信頼関係をより確かなものとする為、平成２８年

度から「ＬＰガス安全応援推進運動」―すべては

お客様の安心のために―を掲げ、「ＬＰガス災害

対策推進表示制度」を設け、

　・ガス放出防止型高圧ホースの設置

　・５０ｋｇ容器チェーンの２本掛け

に取り組み、また昨年からは、高齢者宅を対象に

お客様の困り事を解決する為のシルバーサポート

活動を実施しているところです。

　以上の様な活動を通し、お客様との信頼関係が

よリ一層強固なものになればと願っています。

　最後になりますが、今年は株式の格言では“戌

笑う”という縁起の良い年でもあります。
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　物を売るのも商売、笑いを売るのも笑売、「笑

う門には福来たる。」とも言われています。

　この一年、非常に厳しい状況が続くと思います

が、“笑”を忘れず、会員皆様からご意見ご協力

を頂き、会員一同、一枚岩となって協会活動を進

めてまいりますので、さらなるご支援よろしくお

願い申し上げます。

　会員皆様のご健勝とお店のご繁栄を祈念し、新

年のごあいさつと致します。

平成２９年８月２８日

　平成２９年３月、和歌山市のコスモパーク加太

に新しく和歌山県消防学校が新設されました。

　４月から初任科生として入校している５２人を

対象に、火災現場などでのＬＰガス容器の取り扱

い方法等について実習しました。

　同時に液体酸素の燃焼実験も行い、ガスの特性

等について講義しました。

　初任科生は９月末に卒業し、県内のそれぞれの

消防本部で活躍されています。

平成２９年９月２２日

　ホテルグランヴィア和歌山において、近畿各Ｌ

Ｐガス協会の青年部会・青年委員会の役員２９人

がそれぞれの活動状況等について、情報交換と意

見交換を行いました。

　その後、花王 (株 )和歌山工場を見学しました。

　この役員会は近畿各府県の持ち回りで実施して

おり、本年度は和歌山県協会が担当で実施しまし

た。

平成２９年１１月１１日～１２日

　環境省、神戸市等が主催する「エコ＆セーフティ

神戸カーライフ・フェスタ 2017」が１１月１１日、

１２日にメリケンパーク（神戸市中央区波止場町）

で開催され、家族連れやカップルなど多数の来場

者（主催者発表 41,000 名）で賑わいました。

　近畿ＬＰガス連合会と（一社）全国ＬＰガス協

会と合同で参加し、ＬＰガス自動車の展示を通じ

ＰＲするため試乗車も含めた６台のＬＰガス車を

出展しました。

消防学校初任教育（ガス訓練）

近畿５府県青年部会役員会議

神戸エコカーフェスタ２０１７
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平成２９年１１月１６日～１７日

　平成２９年１１月１６日（木）１７日（金）、近畿

各府県の協会長・専務理事による近畿ＬＰガス連

合会平成２９年度第２回理事会が開催されまし

た。

　今年度は和歌山県協会が担当県となり、高野山

で開催しました。

　宿坊に一泊し、早朝のお勤めやガイドによる金

剛峰寺・大伽藍を散策しました。とても寒い中で

したが、「滅多にできない貴重な体験ができてよ

かった。」「高野山には何度か行きますが、ガイドさ

んに高野山の歴史を教えていただき今まで知らな

かった高野山を知ることができてよかった。」との

お声をいただきました。

　高野山には多くの外国人旅行者が観光に来てい

て、早朝のお勤めでは住職が英語でお話をされる

場面もありました。

　また、外国の方の祈願は「世界平和」が多くス

ケールの大きさも感じました。

平成２９年１２月８日～１１日

　今回で１０回目となる西日本最大級の自動車展

示会「第１０回大阪モーターショー」が１２月８日

から１１日までの間、インテックス大阪（大阪市住

之江区）で開催され、４日間で２８万５，０３９名

の来場者がありました。

　週末の９日にはレーシングドライバーでイン

ディー５００で日本人初の優勝者佐藤琢磨選手の

トークイベントも開かれ、多くの家族連れで賑わ

いました。

　ＬＰガス業界からは、近畿ＬＰガス連合会が主

体となり、大手販売事業者の協賛を得て参加しま

した。

　今回は、空気中から飲料水を作り出すことがで

きる整水器を搭載し、車で作り出す電気で稼働さ

せることができ、バンパーに蛇口と電気の取り出

し口を設置した災害復旧支援及び防災対応仕様と

して製作したトヨタ自動車ＣＨ－ＲをＬＰガス仕

様に改造した『RHYBRID C-HR Rescue』を出展しま

した。

 

 

近畿ＬＰガス連合会第２回理事会

第１０回　大阪モーターショー 各地で展示会・フェアー

第７回ふれあいＬＰガスフェアー（和歌山市）
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　今年も支部主催のガス展示会・ふれあいフェ

アーが開催され、大勢の参加者で賑わいました。

　１０月２８日（土）に和歌山市支部の販売店３１

社が中心となり「第７回ふれあいＬＰガスフェ

アー」が和歌山ビッグ愛展示場で開催されました。

　午後から雨が降った影響で、昨年より若干少な

く、２５１組７５３人の来場者がありました。

　本年も和歌山市消防局の地震体験車による地震

体験を実施しました。

　南紀支部では、９月１６日（土）、那智勝浦町体育

文化会館で合同展示会が開催され、２６６組の来

場者で賑わいました。

　なお、１０月２１日（土）に串本町で合同展示会

を予定しておりましたが、衆議院議員選挙の投票

所と重なり中止となりました。

　また、１１月３日（祭）に予定していました新宮

市での合同展示会も、１０月２１日の台風２１号

による洪水被害のボランティアセンターとなった

ため、会場が使用できず中止となりました。

　被害に遭われた方々にお見舞いを申し上げま

す。

　需要開発推進のためにはこのような展示会を開

催し、お客様にＬＰガス最新機器を見て・触って

いただき、各販売店の事業拡大に役立てて欲しい

と思います。

　協会では、一昨年度から各支部が主催で展示会

やフェアーを開催した場合は、１０万円の補助を

していますので、展示会等を行っていない支部も

是非とも開催されるようお願いします。

　経済産業省の委託事業として「地域保安指導事

業」が本年度も開催されました。

　本年度は、「ＣＯ中毒事故防止について」と「ＬＰ

ガス災害対策について」の２つのテーマについて

講習を行いました。

　また、本年も、新コスモス電機 (株 )の協力で、

ガス検知器の無料点検を実施して頂きました。

　可燃性ガス検知器や一酸化炭素測定器は、保安

機関の認定を受けている販売店として所持し、維

持管理しなくてはならない保安業務用機器の一つ

です。

　旧型機器で、保守部品の保有期間が終了して修

理不能の検知器等は買い換えをお願いします。

　なお、講習会場ごとの受講者は次のとおりです。

平成３０年度も実施する予定ですので、この機会

に１事業所、１名以上の参加をぜひお願いします。

地域保安指導事業

今年も５会場で実施

プラザホープでの受講者

紀州有田商工会議所での受講者
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　全国ＬＰガス協会では、平成２５年度から需要

開発推進運動を展開しており、平成２７年度で一

応の成果をあげ終了することになっていました

が、需要開発はＬＰガス販売事業者にとって最重

要な課題であると考え、この運動を恒久的な運動

として継続することになりました。

　運動方針としては、「より多くのお客様に、より

多くのＬＰガスをお届けする。」この目的を実現す

るために掲げた「三本の矢」を推進することによ

り、更なるＬＰガスの需要拡大を図ることを目的

としています。

　平成２９年度は１１月２１日（火）田辺市の田辺

商工会議所において、需要開発推進運動セミナー

を開催しました。

　テーマとしては、「最近の保安行政の動向につい

て」（和歌山県危機管理局危機管理・消防課）、

「家事ラク製品のご提案」（リンナイ㈱）、「需要開発

促進のための情報システム活用事例」（㈱カナデン

ブレイン）の講演を行いました。

　忙しい時期と重なり、また、１０月、１１月と講

習会が目白押しのこともあり、受講者は２３人で

した。

　ＬＰガスはご家庭の台所に入って、お客様と

フェイス・トゥ・フェイスがとれる強みがありま

す。「お客様に選んでいただけるＬＰガス」とする

ため、今後もセミナーを開催していきますので、一

人でも多くの受講をお待ちしています。

　平成２９年２月２２日に制定された「液化石油

ガスの小売営業における取引適正化指針」は、ＬＰ

ガス事業者にとって従来の悪しき慣習（料金のみ

の請求等）を根底から覆される大きな問題となり

ました。

　制定から１年が経過する本年２月には、この１

年間の進捗状況を踏まえ、指針の見直しが予定さ

れており、なお一層の取り組みを要求されること

になると思われます。

　そこで、本年３月１２日（月）、プラザホープにお

いて、指針の改訂についての説明会を開催します

ので、会員皆さんのご参加をお待ちします。

　講師として近畿経済産業局資源・燃料課の担当

職員にお願いをしています。

　経済産業省ガス安全室から近年の標記事故の発

生状況を踏まえ、国土交通省の担当課に対し、塗装

工事業者あてに注意喚起を行うよう協力依頼を

行った旨の通知と事故防止の観点から、ＬＰガス

販売事業者等を通じてお客様への周知をお願いさ

れました。

　周知内容は以下のとおりです。

○　建物外壁の塗装工事等が行われている最中又

　　は工事終了直後においては、給排気設備が塞

　　がれていないことを確認した後に、ガス機器

　　をご使用ください。

　なお、国土交通省への協力依頼は次のとおりで

す。

　塗装工事業者等に対し、

①　養生を行う場合には、ガス機器の給気部及び

　　排気部を塞がないこと。

②　やむを得ずガス機器の給気・排気部をビニー

　　ルシート等で塞ぐ場合には、当該ビニール

　　シート等を取り除くまでは絶対にガス機器を

　　使用しないよう、住人への周知を徹底するこ

　　と。

お知らせ！

各会場の受講者数

需要開発推進セミナー実施

活性化セミナー開催案内

住宅塗装工事等におけるガス機器の給気部

又は排気部の閉塞による一酸化炭素中毒事

故の防止について

　　　日　　　　　　　会　場　名　　　　受講者数

11月２日（木）　和歌山市：プラザホープ　１０５人

11月７日（火）　粉河ふるさとセンター　　　５２人

11月13日（月）　那智勝浦町体育文化会館　　７３人

11月14日（火）　田辺市：紀南文化会館　　　６５人

11月22日（木）　紀州有田商工会議所　　　５６人
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事故件数ゼロを目標に掲げ、全国統一の展開を図

るものです。

　また、近年は他工事事故が増加傾向にあること

から、具体的推奨事項に「他工事による事故防止」

が追加されました。

　全国ＬＰガス協会では、大手自動車部品製造販

売会社のＨＫＳ（静岡県富士宮市）とタイアップ

し、商用車として販売台数が多いトヨタ・プロボッ

クス（ガソリン）をベースとし、ＬＰＧシステムを

追加したバイフューエル車を市場で展開すること

になりました。

　現在、走行テスト中ですが、まったく不具合等も

なく順調に走行中とのこと。

　４月からはモニター走行をお願いできる事業者

を募集しており、社用車の買い換えを予定してい

る事業者は、この機会に是非ＬＰＧ車の購入を検

討ください。

　当協会は、２０１９年１月２１日に創立６０周

年を迎えます。協会では、創立６０周年に向け記念

誌の発行を予定しています。そこで会員の皆様で

創立以来の協会行事に関するお写真や協会だよ

り、また協会からの資料等お持ちの方は記念誌の

資料にぜひお貸ししていただきたいと思います。

お借りした資料等はお返しさせていただきますの

でお持ちの方は協会事務局までご連絡よろしくお

願いいたします。

③　工事終了後は、速やかに養生のためのビニー

　　ルシート等を外すこと。

　　

　家庭用コージェネレーションシステムから生じ

る運転音により不眠等の症状が発生したとされる

事案に関して、消費者安全調査委員会において、事

故等原因調査報告書がとりまとめられ、経済産業

省に対し、以下の内容について家庭用ガスエンジ

ンコージェネレーションシステムの運転音の改善

等に対する取り組みを要請されました。

①　家庭用コジェネが運転音を発する機器である

　　こと及び自宅又は隣家等の家庭用コジェネの

　　運転音による不眠等が一部報告されているこ

　　とについては、消費者が製品の購入を検討す

　　る際に必要な情報であり、消費者へ確実に伝

　　達するための方策を行うこと。

②　家庭用コジェネの運転音による症状の訴えが

　　あった場合には、個々の事案について積極的

　　に情報収集し、正確な原因把握や夜間運転停

　　止プログラムの活用等の対処を行うなど、症

　　状の軽減に向けた具体的な方策を検討し、提

　　案するとともに、その履行がなされるように

　　取り計らうなどの対応を行うこと。

　全国ＬＰガス協会では、平成２７年度から３年

計画で実施している「ＬＰガス安全応援推進運動

“すべてはお客様の安心のために”」が本年度（平成

２９年度）で終了することから、来年度（平成３０

年度）以降の保安対策について検討を行い、「ＬＰ

ガス快適生活向上運動“もっと安全さらに安心”」

を３年間実施することとなりました。

　主な内容は、現行の「ＬＰガス安全応援推進運動

“すべてはお客様の安心のために”」と同様に、都道

府県協会が自県の事故状況を見て、独自に事故防

止対策を打ち出していただく方向を軸とした上

で、重大事故（Ｂ級以上の事故）ゼロ及びＣＯ中毒

家庭用コージェネレーションシステムの

運転音の改善等に関する対応の要請

ＬＰガス快適生活向上運動

“もっと安全さらに安心”の実施

ＬＰＧ車の普及促進

探しています！
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　協会では配管用フレキ管講習とポリエチレン管

講習の受講希望者を募ります。受講ご希望の方は

人数等協会までお電話等でご連絡の程よろしくお

願いいたします。日程等は、下記の通りです。

　今回は両講習とも実習のみとなります。（平成９

年４月１日以降に液化石油ガス設備士免状を取得

している方のみ）

※両講習とも、１０名未満の場合中止する場合が

あります。

　また、各講習とも定員が２０名ですので、申込数

が多い場合は、お断わりする場合があります。

平成２９年１１月より発売中！

　＊フルカラーでイラストなどを用いて分かりや

　　すい内容となっております。

　＊疑問・問題点はＱ＆Ａ方式になっており、　合

　　計１４８問、掲載されております。

※疑問・問題点［Ｑ］のみ一部抜粋

Ｑ６　一部承継は、１軒でも可能ですか。一部承継

　　　を行う際 必要な関係帳簿類とは何ですか？

Ｑ53　定期消費設備調査について、再調査を実施

　　　した際の次回定期消費設備調査の基準日は

　　　いつですか？

Ｑ92　定期消費設備調査について、一般消費者等

　　　が不在等の理由によって拒否扱いとした場

　　　合の、次回調査の基準日はいつですか？　

　　　等々

　

＊募ります＊

保安関係書籍のご案内

【新 刊】 供給開始時等マニュアル＆保安

業務における疑問・問題点第３次改訂版

【発売中】 ＬＰガス質量販売解釈マニュアル

         およびＱ＆Ａ改訂版

【発売中】 ＨＯＷ ＴＯ 集中監視システム

　　　　 保安高度化に向けた取り組み

１部　２,０００円 （消費税込／送料別）

１部　２,０００円 （消費税込／送料別）＊１部　２,２００円 （消費税込／送料別）

お 知 らお 知 ら せ

講　習　名　　　　講　習　日　　　会場名

配管用フレキ管講習

ビッグ愛

ビッグ愛
7月 24 日（火）

7月 25 日（水）

ポリエチレン管講習 7月 23 日（月）

是
非
、
保
安
教
育
資
料

等
と
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
！

お 知 らお 知 ら せお 知 ら せ


	010_p01
	010_p02
	010_p03
	010_p04
	010_p05
	010_p06
	010_p07
	010_p08

